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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
自らが発見した分子についての独創的な研究の基盤に立ち、α－Klotho が、グルクロン酸を認識する

レクチンであること、FGF23 に O 型糖鎖を介して結合し、シグナル伝達を制御するモデルを提案し、

カルパイン阻害が重要な創薬ターゲットである事など、新しい興味深い成果を上げており、概して順調

に研究は進行していることがうかがえる。さらに、結合因子や、それらのシグナル伝達に与える影響な

どについても詳細に研究が進展している。しかしながら、FGF21 の組織特異的なシグナル伝達に機能す

る第３の Klotho 様因子については、明確な進展は見られず今後の努力が必要と思われる。今後の研究計

画から更に成果が得られることを期待する。 


